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玉 尾 皓 平 さん 文 化 勲 章 を 受 章祝 香川県出身者初

　古川町出身で観音寺市名誉市民である玉尾
皓平さんが、香川県出身者として初めて文化
勲章を受章しました。文化勲章は、文化の発
達に関し顕著な功績のある人に対して授与さ
れる勲章で、玉尾さんは化学者として長年有
機化学の発展に貢献した功績が認められまし
た。
　文化勲章受章の親授式は、11月３日（文化
の日）に皇居宮殿「松の間」で行われ、天皇
陛下から受章者一人ひとりに文化勲章が贈ら
れました。令和５年度文化勲章は、玉尾さん
をはじめ、能楽師の野村万作さんや元日本サ
ッカー協会会長の川淵三郎さん、作家の塩野
七生さんら７人が受章しています。
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さんプロフィール
　昭和17(1942)年観音寺市古川町（旧一ノ谷村）出
身。一ノ谷小学校から三豊中学校、観音寺第一高等
学校に進学、京都大学工学部合成化学科を卒業。工
学博士。昭和47(1972)年に発表したニッケル触媒に
よる新しい炭素同士の結合方法「熊田－玉尾クロス
カップリング反応」は工業製品や医薬品などの開発
に応用されている。平成17(2005)年に文部科学省発
行の「一家に１枚周期表」による科学の普及を提唱、
制作を主導し、科学の普及啓発活動にも取り組ん
でいる。平成17(2005)年より理化学研究所に転出し、
基幹研究所所長などを歴任。平成28(2016)年から（公
財）豊田理化学研究所所長。京都大学名誉教授。理
化学研究所栄誉研究員。観音寺市名誉市民。
●受賞（章）歴　日本化学会賞、日本学士院賞
　米国化学会賞、朝日賞、紫綬褒章、
　瑞宝重光章など

小学生時代の家族写真。後列左から、母・智恵子さん、
父・延忠さん、兄・博康さん、前列左から玉尾さん、兄・
嘉邦さん、妹・和子さん

prof ile

玉尾皓平さんインタビュー
　このたびは、国内最高の栄誉である文化勲章を
天皇陛下から直々に授かり、身に余る光栄です。
私たちが取り組んできた新しい物質を創る「有機
合成化学」「元素科学」の研究を高く評価いただ
いたことは素直にうれしく思います。これは私一
人の力で成し得たものではなく、ひとえに多くの
方々のおかげです。受章した今も「本当に私で良
いのか」と戸惑いはありますが、この栄誉を汚す
ことなく、今後も精進していこうと身を引き締め、
気持ちを新たにしているところです。
　受章決定が新聞やニュースで発表された直後か
ら現在まで、本当に多くのメールや電話、祝電を
いただき、反響に驚いています。

化学者への道を開いた
故郷・観音寺市での子ども時代
　我が家は、父が内科小児科医、母が薬剤師で、
父母２人だけで小さな開業医をしていました。自
宅の隣に住む同級生の國土浩利さんの家によく遊
びに行き、チョウの採集が趣味で望遠鏡を自分で
作るくらい理科が好きな、浩利さんのお兄さんか
ら大きな影響を受けました。
　小中学校では先
生に連れられて地
元の雲辺寺山はも
ちろん、剣山や石
鎚山に登りチョウ
の採集をしていま
した。四国のチョ
ウはほぼ採集した
と思います。

小中高校で出会った素晴らしい恩師
　一ノ谷小学校６年生の担任だった藤田修先生は
厳しくも優しい方で、先生の「慢心するなよ」と
いう言葉は今も心に残っています。
　三豊中学校で３年間担任だった岡武雄先生は理
科の先生で、科学の楽しさを教えてくれました。
岡先生との出会いは、その後の私の生き方に大き
な影響を与えたと思います。三豊中学校３年２組
は結束が固く、先生が２年前に99歳で亡くなる
まで同窓会が続きました。
　そして、観音寺第一高校で３年間担任だった川
原一一先生。コンパスなしで黒板に完璧な円を描
く川原先生に幾何学の面白さを教わり、数学が好
きになりました。
　温暖で平和な環境で昆虫採集を楽しみ、素晴ら
しい先生方や心優しい大人たち、友情あふれるク
ラスメートに出会えたことが私の人生の原点だっ
たとしみじみ思います。

ふるさとの子ども達へメッセージ
　観音寺の貴重な自然環境の中でめいっぱい遊び、
たくさん友達を作り、そして先生方に感謝の気持
ちを持って、目の前のことに一生懸命、楽しく取
り組んでほしいです。そうしたらやりたいことが
見えてきます。「今を大切に、そして楽しく」です。
　今後は、化学を中心にした科学技術の発展と次
世代の人材育成、「一家に１枚周期表」の活動な
どを通して一人でも多くの子どもたちに化学の分
野に興味を持ってもらえるよう力を尽くしていき
たいと思っています。

interview

科学を身近に感じてほしいと制作した
「元素周期表」。サイエンスポスタ―「一
家に１枚」シリーズの第１号となった

「一家に１枚周期表」シリーズは
ＱＲコードからダウンロードできます

京都大学化学研究所教授時代。京大での
研究生活は40年以上に及ぶ

市役所に懸垂幕を設置しました
　受章を祝し11月２日に市役所本庁舎前に懸垂
幕を設置。一ノ谷小学校からの同級生の皆さん
が喜び合いました。白川智洋さん（写真右端）は「受
章は一ノ谷地域にとっても誇りのある素晴らし
いこと」と話しました。
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ふ る さ と 観 音 寺 か ら 喜 び の 声
母校の後輩たちから 友人たちから
　文化勲章の受章はとにかくすごいと思い
ます。私は将来は動物に関わる仕事がした
いです。私も玉尾さんのように頑張ろうと
思うし、挑戦していきます。（國土さん）
　玉尾さんが子どものころに四国のチョウ
をほとんど採ったと知り驚きました。自分
が好きなことをずっと続け
ていけば、玉尾さんみた
いになれるのかなと思い
ます。（佐伯さん）

　昨年10月にクラスで玉尾さんの講話を受
けました。化学の面白さやご自身の研究姿
勢、母校への愛を熱く語ってくださりうれ
しかったです。私は生物の研究者になるの
が目標なので、玉尾さんのように自分の名
前が付くような世界的発見ができれば。功
績だけでなく、人としての姿勢も見習いた
いです。（吉田さん）
　授業で玉尾さんのことやクロスカップリ
ング反応について習い、そのすごさに驚い
ています。私も玉尾さんのように、熱中
することを見つけて努力したいと思います。
私は教師になる夢があるので、子どもたち
に明るい未来を見せてあげられるよう頑張
っていきたいです。（三宅さん）

　玉尾さんとは三豊中学校で３年間同じクラスで
した。彼は生徒会長で、成績はトップ。でも、い
つ勉強しているんだろうというくらいのんびりし
ていて、誰とでも仲良くしていて、同級生と「玉
尾さんの頭の中を見てみたい」と話したことがあ
ります。卒業後も担任の岡武雄先生を慕って同窓
会を開くなど、連絡を取り合ってきました。玉尾
さんは忙しくても電話やメール、はがきなどをく
れ、誰にでも細やかに心遣いをしてくれます。い
つか何かで花咲くだろうと思っていましたが、今
回の受章を受けて誇りに思いますし、自慢の同級
生です。

　高校時代は２年間同じクラスで、共に美術部に
所属していました。受験競争のそれ程激しくない
時代で、授業が終わると皆で校庭に飛び出して遊
んでいました。今も昭和36年卒業生の同窓会「36
（サブロク）会」が続いています。玉尾くんがノー
ベル化学賞候補になり、惜しくも逃したときは悔
しい思いでしたが、今回の受章を聞き、皆が大喜
びしています。彼はすごい仕事をする中でも、仲
間や同窓生、母校の在校生など人を大切にしてき
ました。今回の受章はそのたまもの。観音寺の、
のんびりとした自由で豊かな環境が、彼をここま
での人に育てたのではないかとも思っています。

一ノ谷小学校６年
國土仁菜さん（左）
佐伯奏登さん（右）

観音寺第一高等学校
理数科３年
吉田大晟さん（左）　三宅由希子さん（右）

三豊中学校３年
梅本大雅さん

國土浩利さん（古川町）
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　玉尾さんは昔からずば抜けて優秀で、人間的
にも気さくな人。世界に通じる発見をして素晴
らしい功績を残したことをうれしく思っていま
す。家が隣同士なので、庭の生け垣を潜り抜け
て互いに行き来していました。４歳上の私の兄
がチョウの採集が好きで、私たちもそれを真似
て採集箱を作り、小中学生のころは石鎚山など
で熱心に採集をしました。
　三豊中学校では３年間
担任だった岡武雄先生に
共にお世話になりました。

　同じ中学校の後輩として誇りです。「僕た
ちもこんな人になれるかもしれない、なる
んだ」という意欲をかき立てられ、自信に
なります。僕は将来高等専門学校に進学し
ゲーム開発の道に進みたいと考えています。
ゲームを通して日本の産業を活性
化させ、海外でも仕事がしたい
という夢があります。玉尾さん
のように、日本や世界で活躍
できる人になりたいです。

卒業後も同窓会を長年続けており、玉尾さんは
自分の自慢をしないため、岡先生が彼の受賞歴
などを資料にまとめて同窓生に
配り、「教師冥利に尽きる」と
おっしゃっていました。先生は
２年前にお亡くなりになり
ましたが、ご存命なら今回
の受章をどれだけ喜んで
いたことかと思います。

玉尾先輩、おめでとうございます

左）中学時代の昆虫採集の
様子。左端が玉尾さん、
右端が國土さん

右）三豊中学校卒業記念写
真。右端が岡先生、後
列の岡先生の隣が玉尾
さん

観音寺第一高校では、例
年12月に１年生２クラス
が科学体験研修で理化学
研究所を見学。後輩のた
めに玉尾さん自ら講話を
行っています。

高校時代の記念写真。
左から森川さん、玉尾さん

左から谷口さん、玉尾さん、
恩師の岡先生(2016年)
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